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 志賀高原高天原スキー場において第２１

回板橋親子交流スキー＆春休み Jr．スキー

を今年も３月２７日～２９日に行いました。

この行事はトライアルファミリークラブの

メイン行事です。 

私が初めて参加した第５回の頃は参加人数

が約２００名、バス５台なんて事もありま

したが、だんだん減り３０名強の年もあり

ました。しかし今年は久しぶりに多く７９

名の参加でした。 

 今年の特徴は親子で参加してくださった

方が多く、未就学児の初心者が５名もいた

ことです。また低学年の初心者も多く指導

員・スタッフの人数が足りないといううれ

しい悩みもありましたが、もっとうれしか

ったのは、小学生の時から参加していた中

学生から大学生が Jr.リーダーとして活躍

してくれたことです。 

 ゲレンデでのスクールのサポートはもち

ろん、こども交流会も盛り上げてくれまし

た。またもう一歩成長して指導員になった

若者も出ました。子供たちの成長を見るの

はとても楽しいですね。 

 1 日目の朝はレンタル合わせから始まり

ます。毎回これが一大事

です。初心者の子供はス

キーブーツを履くのが初

めてなので、一人ひとり

履かせてあげなければな

りません。それからクラ

ス分け、ゼッケン・リフ

ト券を渡されいざゲレン

デへ。 

 初心クラスはまずは平

らなところで練習開始。

毎年参加してくれている子供は天狗コース

が大好きです。初中級クラスは高天原から

一の瀬ファミリーへ移動して楽しみました。 

 今年は大人のクラスも人数が多く、指導

員が２名で担当。なんと東京スキー協の会

長の海野コーチと理事長の小川コーチとい

贅沢なクラスになりました。 

 ２日目の午後はポールタイムレースです。

電波計測器を使用し本格的です。この時指

導員・スタッフの有志がコスプレで応援し

て盛り上げました。またお父さん・お母さ

んの応援も白熱していました。 

 初心クラスの子供も参加することができ、

多少の旗門不通過はありましたがゴールで

きてうれしそうでした。 

 最終日はフリーです。お父さん・お母さ

んと滑る子、天狗コースへ Jr.リーダーに連

れて行ってもらう子、友達と滑る子それぞ

れが楽しみました。 

 スノーボードクラスは今年、現地のスク

ールに入ってもらいましたが、いつかスノ

ーボードの指導員が誕生してくれたらうれ

しいですね。 

 トライアルファミリークラブ 濱田琴美 
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 今回は男性２名女性３名の５名のパーテ

ィー。初日はゲレンデで足慣らしの後、湯

の丸山に向かう、雪が降って風も強いが視

界は良い、ゲレンデから少し下がってシー

ルを着け登高開始、雪は硬めで１０ｃｍほ

どの積雪でシール登高は快調、しかし、斜

度がきつくなるとキックターンに苦労する。 

頂上まじかな木の陰で小休止、風を避け

て一息入れながら、雪を掘り雪の層を観察、

弱層調査を行うが登高時に感じていたとお

り、新雪のすぐ下は硬い雪、さらに下の層

にも硬い雪が何層にもなっている。寒い日

暖かい日の繰り返し、雪と雨の繰り返し、

という今年の天候が雪の層に表れていまし

た。氷のような硬い雪の層が雪の中にいく

つもあるのは経験したことない。 

頂上は相変わらず強い風に雪が飛ばされ

岩がむき出し。眺望もないのでシールを外

し北峰へ向かうが、風に身体が振られる、

北峰から本格的に滑り出すが、硬い雪に苦

労する。樹林帯に入って風はなくなったが

雪質にあまり変化がなく、木も気になり滑

りに気を使う、角間峠からは斜度も緩くな

り、硬い雪が快適に板を走らせる。同じ雪

質でも斜面が変わると全く滑りが違ってし

まう。 

二日目は天気も回復、展望も良い、山頂

から３６０度のパノラマ、遠くは北アルプ

ス、近くは菅平の根子岳、浅間山が見渡せ

る。 

滑りは湯の丸山の南東面を滑る、昨日よ

り雪が深く、木の少ないところを選んで滑

りを楽しむ、牧場からはゲレンデに向かう

のではなく、キャンプ場に向けて林の中を

滑降、さらに林道を滑って「花紋」の裏手

に滑り込む、本日は、皆それなりに滑りを

楽しんだので、満足そうだった。 

 

リーダー・吉田記 

第２回山スキー教室 

全山硬い氷の上に雪がのり、滑降に苦労 

二日目は難なく湯の丸山の山腹を滑降 
２月１３日（土）曇り・雪（強風）、１４日（日）晴れ（弱風） 
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 ３月２０日～２２日の日程でスノージャ

ンボリー２０１０が開催された。 

“雪の上で皆で楽しもう！”をコンセプ

トに今年で１０回目の開催で、３０名の参

加だった。 

１日目と２日目午前は、教室、ワンポイ

ントゲレンデツアー、フリーと自分の好き

なコースを選べる。中にはクラブ行事とし

て位置づけ、クラ

ブ員だけで別コー

スを作るクラブも

あって、なんでも

有りの自由な行事

となっている。 

 実行委員会が用

意するイベントは、

夜の部の交流会と

サーチライト滑走。

２日目午後のデュ

アルリレーと最終日のコスプレでのゲレン

デ巡りである。 

 デュアルリレーは危険の無い柔らかいシ

ョートポールを使い、ベテランから初心者

まで、皆が同じコースを滑り、一緒に競技

気分を楽しめるというもので、参加者から

も好評である。 

 それから、ジャンボリーといったら、皆
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が思い浮かべるであろう、コス

プレツアー。 

最近は毎年増える衣装を参

加者に貸出している（無理矢理

押しつけているともいう？）の

で、人数も増え、見応えのある

ものになってきている。また、

ストック持参の参加者には“憲

法９条を守ろう！”が一文字ずつ

書かれたペナントを持ってもら

い、文字順に並んでトレーンで滑

ってもらっている。コスプレと合

わせて人目を引く為、知らない人

に話しかけられたり、写真撮影を

求められたりと、スキー協のアピ

ールに一役買っていると思う。 

実行委員長 車田夕紀子 

コスプレの力、恐るべし！ 

 どうも「スポーツのひろば」編集委員の佐藤です。今回、初めてスノージャンボリーに参加しま

した。僕は、実行委員長の車田さんが作ってくれたコスチュームを着て、陰陽師・安倍晴明の姿

で滑ることになりました。 

 変な格好をした集団がゲレンデを滑っていると、たいていの大人は引きますが、子どもと外国

人は、興味津々に近づいてきます。ある少年に、「なんでココにいるの？」と真剣に聞かれたの

には、どう答えていいかわかりませんでした。（なぜ、そんな恰好でスキーをしているのか？）と

いう問いにもうまく答えられないのに、（本来なら昔の時代にいるべきあなたが、なぜ今スキー

をしているのか？）というのは、僕の思考回路を大きく超えている…。 

 さて、ゲレンデツアーでは、陰陽師の「いにしえパワー」が降臨したのか、「この斜面はキビシ

イな」というところもコケずになんとかついて行けました。どうやら、コスプレの力でスキーがうま

くなったようです。車田さん、ありがとうございました。 

※行方不明になったり、リフト券落としたり、いろいろご迷惑をかけました。 

新日本スポーツ連盟 佐藤信樹 
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 指導員養成で、初級指導員に鳴海さん（て

んとおむし）と森田さん（プレアデス）が

合格しました。おめでとうございます。 

４月７日（水）にスポーツ連盟事務所で

祝う会が開かれ、１３名が参加しました。

参加者からお祝いの言葉が送られました。 

昨年合格した長谷川さん（てんとおむし）

は、てんとおむしクラブは毎年１人ずつ指

導員が合格しています。新教程で合格した

指導員が３名となりました。同じく鈴木さ

んは、指導員を目指すことが励みになりま

す。そしてクラブの中での団結が深まり、

指導員受験者が増えてきていることが話さ

れました。 

雪けむりの岡根さんからは、今年は諸事

情で養成を受けられませんでしたが、来年

はやりますと決意表明。 

講師の出崎さんは、今年の養成は理論だ

けをやりました。合格した２人の雪上の姿

は見られませんでしたが、本当に良かった。

福島さんからは、現教程になってから４回

目の検定員をやりましたが、受講者の滑り

の評価を曖昧に出来なかったことが話され

ました。 

最後に小川理事長から、私自身今年は上

級指導員・デモとして１年目で、今回もデ

モ選を受けて、技術向上に努めています。

合格されたお二人も、常に前を向いて頑張

ってほしいとの訴えがありました。 

教育技術局 近藤安宏
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第８回立山・剣沢山山スキー教室 

日 程 ５月２１日（金）～２３日（日） 

集 合 ５月２１日（金） １０：００ 室堂ターミナル内 

宿 泊 雷鳥荘 TEL 0764-82-1238 

費 用 ２９，０００円 (２泊４食、講習料、傷害救出基金、事務費)  

打合会 ５月１１日（火）19～21 時（新宿西口ルノアール（エステックビル店）03-3348-1470） 

●申込み／問合せ先 東京スキー協山スキー委員会」、住所：170-0013 

 東京都豊島区東池袋２－３９－２（大住ビル４階）（Tel 03-3971-4144･Fax 03-3986-5403） 

競技スキー委員会主催 

●星野レーシングキャンプ ＳＬ 

期 日 ５月２９日（土）～３０日（日）  

場 所 草津雪渓 

宿 泊 十二屋旅館 〒377-1711 群馬県吾妻郡草津町155 

                TEL 0279-88-3277 

参加費 １泊３食：１８，０００円 １.５泊４食：２３，０００円 

（費用に含まれるもの：宿泊代、コーチ代、交流会費、３０日の昼食） 

●草津担ぎ上げポールトレーニング 

期 日 ６月５日（土）～６日（日）  

場 所 草津雪渓 

宿 泊 不二旅館 〒377-1711 群馬県吾妻郡草津町大字草津210-1 

TEL 0279-88-2274 

参加費 ２１、０００円（１泊２食、コーチ代） 

学割あり。保険は任意です。希望者のみ500円別途 

●乗鞍担ぎ上げポールトレーニング 

期 日 ７月１７日（土）～１９日（月）  

場 所 乗鞍雪渓 

宿 泊 グーテベーレ 〒390-1506 長野県松本市安曇3982-2 

TEL 0263-93-2527 

参加費 ３６、０００円（２泊４食、コーチ代） 

学割あり。保険は任意です。希望者のみ500円別途 

申込み 東京都勤労者スキー協議会（東京スキー協）競技スキー委員会 
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５月 東京スキー協 全国スキー協 ６月 東京スキー協 全国スキー協 

１日(土)   １日(火)   

２日(日) 山スキー八甲田  ２日(水)   

３日(月) 山スキー鳥海山  ３日(木) 常任理事会  

４日（火）   ４日（金）   

５日（水)   ５日（土) 草津担ぎ上げ  

６日（木） 常任理事会  ６日（日） クリーンハイク  

７日（金)   ７日（月)   

８日（土）   ８日（火）   

９日（日）   ９日（水）   

１０日（月） 通信作業  １０日（木）   

１１日（火）   １１日（金）   

１２日（水）   １２日（土）  第２７回定期総会 

１３日（木）   １３日（日）  〃 

１４日（金）   １４日（月）   

１５日（土） スプリングフリーレッスン  １５日（火）   

１６日（日） 〃  １６日（水）   

１７日（月） 編集会議  １７日（木） 総会準備  

１８日（火）   １８日（金）   

１９日（水）   １９日（土）   

２０日（木） 第７回理事会  ２０日（日） 第４３回定期総会  

２１日（金） 山スキー 立山  ２１日（月）   

２２日（土） 〃  ２２日（火）   

２３日（日） 〃  ２３日（水）   

２４日（月） 通信作業  ２４日（木）   

２５日（火）   ２５日（金）   

２６日（水）   ２６日（土）   

２７日（木） 議案書発送  ２７日（日）   

２８日（金）   ２８日（月）   

２９日（土） 星野レーシング  ２９日（火）   

３０日（日） 〃  ３０日（水） 〃  

３１日（月）      

 

５月・６月のカレンダー 


